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ト調査を、インターネット媒体を用いて実施した。イヌの行動解析システムは、C-barq を用いた。質









































に比べ T を持つ頻度が高かった。またこの T 型の遺伝子型を持つ個体では、指差し二者選択課題の視
線＋指差し＋タッピングの課題の正答数が高い結果となった（p<0.05）。MC2R（メラノコルチン 2
受容体遺伝子）において、原始的な犬と一般的な犬種とで出現頻度の異なる一塩基多型（G>A）が検





く、反復数多型では 25 塩基及び 37 塩基の長さの配列を持つ頻度が低かった。原始的な犬に多い A/A
型の一塩基多型を持つ個体では、A/C 型の遺伝子型を持つ個体よりも、解決不可能課題のヒトを見て
いる時間、ヒトを見る回数、交互凝視の回数においてヒトを見ない結果となった（p<0.05）。反復数





































章から第 4 章までの研究を行った。まず第 1 章では、日常生活における原始的な犬の行動特性を明ら
かにすることを目的とし、日米総計 1 万 5 千頭の犬の行動アンケートデータを解析した。第 2 章では、
犬の遺伝分岐図に従って、犬に特徴的なヒトとのコミュニケーション能力が変化するかを行動実験で
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トイグループは飼い主に対する攻撃性、見知らぬ人に対する攻撃性、侵入者に対する攻撃性が高かっ
た。 
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WBSCR17 遺伝子、MC2R 遺伝子が第一の選択に関与し、OT 遺伝子が第二の選択に関わると考えら
れ、探索した遺伝子型の結果からも、イヌの進化・家畜化に二段階が存在する可能性が示された。 
犬は最古の家畜であるものの、ヒトとの共生を生み出す機構とその遺伝的特性は明らかにされてこな
かった。今回の結果より、犬の認知能力の変化には 2 段階が存在し、それぞれに応答した遺伝的多型
の出現頻度が変化、さらに行動との関連性を見いだせた。このことは、よりヒトとの共生に適した遺
伝的背景を同定できることを意味し、さらにヒトと犬の根源的な共生の歴史を明らかにする第一歩と
なった。 
 以上のことから、本研究は、博士（学術）の学位を授与するのにふさわしい業績と判断した。 
